
表２ 学習・教育到達目標とその評価方法及び評価基準 

 

学習・教育到達

目標の大項目 

学習・教育到達目標の小項目 

 (小項目がある場合記入、 

ない場合は空欄とする) 

関連

する

基準

１の

(a)-(i)

の項

目 

関連

する

基準

１の

(a)-(i)

の対

応 

評価方法および評価基準 

（Ａ）豊かな教養

と国際性 

(A-1)多面的考察力 

 物事を多面的に考察できること．すなわ

ち，自然科学の素養の修得に加えて，国

語・社会・語学系科目の修得を通して，豊

かな教養や国際感覚を身につけ，自分自

身を把握するとともに自国・他国の文化を

理解し，それらを基に，物事を多面的に考

察できること． 

(a) 

(b) 

(f) 

◎ 

○ 

○ 

別表１〜５の A-1◎に掲げる科目

において， 

・必修以外を２科目以上修得する

こと 

（Ａ）豊かな教養

と国際性 

(A-2)高い倫理観 

 技術者としての倫理観を確立できること．

すなわち，社会系科目や環境関連の科目

の修得を通して，一般的な倫理観はもちろ

んのこと，技術が自然・人間・環境に及ぼ

す影響を理解し，技術者としての倫理観を

身につけ，社会における技術者の責任を

自覚できること． 

(b) ◎ 

別表１〜５の A-2◎に掲げる科目

において， 

・必修科目をすべて修得すること 

・必修以外を１科目以上修得する

こと 

（Ａ）豊かな教養

と国際性 

(A-3)コミュニケーション能力 

 日本語および外国語によるコミュニケー

ションを適切にできること．すなわち，発表・

討議を伴う科目の修得を通して，日本語に

よる記述・口頭発表・討議を，相手に理解

できるように論理的かつ的確にできること，

また，語学系科目の修得により，英語で言

えば TOEIC400 点相当の外国語の能力を

身につけること． 

(f) ◎ 

別表１〜５の A-3◎に掲げる科目

において， 

・必修科目をすべて修得すること 

・必修以外を１科目以上修得する

こと 

（Ｂ）専門知識と

学際性 

(B-1)工学の基礎知識 

 工学の基礎知識を専門に応用できるまで

理解できること．すなわち，数学・理科など

の自然科学系科目や情報技術および基礎

工学の知識の修得を通して，数学的手法・

自然法則や情報技術および工学の基礎的

知識の概念や理論を理解し，論理的思考

力を養い，それらの知識や思考力を専門

科目に応用できること． 

(c) ◎ 

別表１〜５の B-1◎および○に掲

げる科目において， 

・必修科目をすべて修得すること 

・1-①〜1-⑤から各１科目以上，

計６科目以上修得すること 

（Ｂ）専門知識と

学際性 

(B-2)工学の専門知識 

 工学の専門知識を深く理解できること．す

なわち，専門分野の科目の修得を通して，

専門分野の知識・技術を将来の仕事で活

用できるまで理解できること．さらに，これ

らの学習において自発的学習方法を身に

つけ，生涯にわたって自分で新たな知識な

どを獲得し自主的に継続して学習する習慣

を身につけること． 

(d-1) 

(g) 

◎ 

◎ 

別表１〜５の B-2◎に掲げる科目

において， 

・必修科目をすべて修得すること 

・2-a)-②から４科目以上修得する

こと 



（Ｂ）専門知識と

学際性 

(B-3)実践力 

 実験・実習等を確実に実践できること．す

なわち，実技系科目（実験・実習・演習等）

の修得を通して，実働を計画的かつ確実に

実践できること．そこで得られた結果を学ん

だ知識と関連させて考察でき，それらの記

述説明が的確にできること． 

(d-2) 

(f) 

(h) 

◎ 

○ 

○ 

別表１〜５の B-3◎に掲げる科目

において， 

・必修科目をすべて修得すること 

（Ｂ）専門知識と

学際性 

(B-4)工学の学際的知識 

 工学の学際的知識を専門知識に活用で

きる程度に習得すること．すなわち，学際

的資質育成科目等の修得を通して，複眼

的な視野を広げ，異分野の知識・技術を専

門知識に活用できるまで理解できること． 

(a) 

(d-1) 

○ 

◎ 

別表１〜５の B-4◎に掲げる科目

において， 

・必修科目をすべて修得すること 

・2-a)-①から４科目以上修得する

こと 

（Ｃ）創造性とデ

ザイン能力 

(C-1)課題探究力 

 現状を進展させるための課題の探求・理

解が自らできること．すなわち，特別研究

や特別演習・合同演習等の科目の修得を

通して，現状を進展させるために創造性を

発揮して自ら課題を見つけ，課題の本質を

理解できること．  

(d-3) 

(d-4) 

(e) 

◎ 

◎ 

○ 

別表１〜５の C-1◎に掲げる科目

において， 

・必修科目をすべて修得すること 

（Ｃ）創造性とデ

ザイン能力 

(C-2)課題解決力 

 様々な問題に対処できるデザイン能力を

習得すること．すなわち，特別研究や特別

演習・合同演習等の科目の修得を通して，

様々な問題に対して，これまで身につけた

多面的考察力・工学の知識・実践力等を総

合して活用し，現状での最適な解を見出す

ことができること．また，研究や作業を計画

的に実行し完結させる力を身に付けるこ

と．さらに，他学科の学生と共同で実働す

る科目の修得を通して，他分野の人たちと

のチームワークを実行できる能力を身に付

けること． 

(d-3) 

(d-4) 

(e) 

(h) 

(i) 

○ 

○ 

◎ 

◎ 

◎ 

別表１〜５の C-2◎に掲げる科目

において， 

・必修科目をすべて修得すること 

 

 

  



 



 

 

 



 

 

 



 

 



 

 

 


